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2025年8月26日 

各 位   

会 社 名   リョービ株式会社 

代表者名   代表取締役社長  浦上 彰 

（コード番号 5851） 

問合せ先  執行役員経営企画本部副本部長 

財務部部長 有廣 弘 

            （TEL 03-3501-0511） 

 
 

グリーンローンによる資金調達及び 

財務上の特約があるシンジケートローン契約締結に関するお知らせ 

 
 

当社は、本日開催の取締役会において、ダイカスト事業の大型製品試作工場及びZEB Ready認証取得済の本社新本館に係

る設備投資資金をグリーンローン※1にて調達し、下記のとおり、当該グリーンローンを含む財務上の特約が付されたシン

ジケートローン契約の締結に関して決議しましたのでお知らせいたします。 

静岡県菊川市の菊川工場内に建設した大型製品試作工場では、型締力6,500tの超大型ダイカストマシンを導入し、大型

部品の一体成形（ギガキャスト）による試作サービスを2025年3月より開始しております。このいわゆる「ギガキャスト」

に関わる設備を資金使途としたグリーンローンの調達は、国内初となります。 

 

記 

 

１．資金調達概要 

 （1） 契約締結日 2025年8月27日（予定） 

 （2） アレンジャー／エージェント 株式会社三菱ＵＦＪ銀行、株式会社三井住友銀行 

 （3） 借入金額 200億円 

 （4） 借入期間 7年間（2025年9月1日～2032年8月31日） 

 （5） 資金使途 ダイカスト事業の大型製品試作工場、及び 

 ZEB Ready認証取得済の本社新本館に係る設備投資 

（6） 貸出人 株式会社三菱ＵＦＪ銀行、株式会社三井住友銀行、 

 株式会社中国銀行、三井住友信託銀行株式会社、 

 株式会社百十四銀行、株式会社広島銀行、 

 明治安田生命保険相互会社、日本生命保険相互会社 

 

グリーンローンとしての適格性について、ダイカスト事業の大型製品試作工場を資金使途としたグリーンローンに関し

ては、株式会社三井住友銀行の支援のもと、グリーンローン・フレームワークを策定のうえ、第三者機関である株式会社

格付投資情報センター（R&I）より、「セカンドオピニオン※2」を取得するとともに、本資金使途について、「Green Enabling 

Project※3」に適合する旨の評価を取得しています。 

また、ZEB Ready認証取得済の本社新本館を資金使途としたグリーンローンは、DNV ビジネス・アシュアランス・ジャパ

ン株式会社より第三者意見書を取得している「三菱 UFJ 銀行グリーン及びサステナビリティ・リンク・ファイナンスフレ

ームワーク」に則って実行されております。 
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※1 グリーンローン：環境課題の解決に資する事業を行うための資金調達方法を指す。 

※2 セカンドオピニオン：グリーンローン・フレームワークがグリーンローン原則等に適合しているかを、R&Iが確認し

提供する意見書を指す。 

※3 Green Enabling Project：ICMA（国際資本市場協会／International Capital Market Association）が2024年6月に

ガイダンスを公表した、それ自体では明確にグリーンとは位置付けられないものの、グリーンプロジェクトのバリューチ

ェーンで重要な役割を果たすプロジェクトを指す。 

 

 

２．取組意義 

2025年3月、専業ダイカストメーカーとして国内初となる型締力6,500tの超大型ダイカストマシンを導入した大型製品試

作工場が、菊川工場内に竣工しました。「ギガキャスト」は、複数の部品を大型一体成形することで製造工程の効率化・コ

ストダウンといったEV製造ラインの大幅な改革を促進し、自動車業界の電動化と一般社会へのEVの普及を後押しする重要

な技術と考えております。 

また、2024年11月に竣工した本社新本館においては自然エネルギー利用の工夫等が評価され、基準一次エネルギー消費

量から50%以上の一次エネルギー消費量を削減した建築物として、当社グループ初、且つ、広島県府中市でも初めてのZEB 

Ready認証を取得しました。 

当社の企業理念である『技術と信頼と挑戦で、健全で活力にみちた企業を築く。』のもとで、企業の持続的な価値創造と

より良い社会の実現をめざし、社会的責任を果たしてまいります。 

 

 

３．財務上の特約の内容 

（1） 各事業年度の末日の連結貸借対照表における純資産の部の合計金額を、直前の事業年度末日における純資産の部

の合計金額の75％以上に維持すること。 

（2） 各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益が2期連続して損失とならないようにすること。 

 

４．今後の見通し 

本契約による2025年12月期通期連結業績に与える影響は軽微であると考えますが、今後の業績に重要な影響を与える事

項が発生した場合は、速やかに開示いたします。 

 

 

 

以上 
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 超大型ダイカストマシン 

 

 大型製品試作工場の外観（菊川工場） 

 

 本社新本館の外観 

 

 本社新本館のエントランスロビーの吹き抜け 

 


